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1. はじめに 

最近話題になっている三菱航空機が設計したMRJ

（Mitsubishi Regional Jet）を例にしても分かるよ

うに，航空機の開発・製造は，多くの国に属する企業

が参画する国際共同開発であることが一般的であり，

航空機開発に携わるエンジニアは航空機設計に関す

る知識だけではなく英語でのコミュニケーション能

力が必要とされる．金沢工業大学（以下，本学）の航

空システム工学科における教育目標は，航空工学を

支える基礎知識を身につけ，それを応用して航空機

とその構成要素技術と航空統合技術を修得し，輸送

機械産業で活躍できる柔軟で創造性豊かな人材を育

成することであるが，航空分野において活躍する人

材を輩出するためには学生の英語能力を向上させる

ことも不可欠である． 

また，近年，企業が求める人材として，問題解決能

力やコミュニケーション能力が挙げられていること

もあり，プロジェクトやチーム活動をベースとした

講義が盛んに行われている．本学でも，工学設計を基

礎としたプロジェクトデザイン教育を推進している．

航空機製造メーカの最大手である米国 Boeing 社で

は，外国籍の航空機製造メーカを理解すると共に異

文化環境における就労体験の機会として，エクスタ

ーンシッププログラム（Boeing Externship Program）

を実施している 1)．エクスターンシッププログラムで

は，航空をテーマとして，ビジネスを念頭においたプ

ロジェクト活動が行われる．参加チームは，プロジェ

クト活動の成果を合同報告会（ビジネスコンテスト）

において英語にて発表し，ボーイング社の技術者ら

との質疑応答を行う．そのため，プレゼンテーション

資料の作成，発表，質疑応答を行う英語能力が必要と

される． 

本学では，平成 26 年度よりエクスターンシッププ

ログラムに参加し，学生の能力向上を図ってきた．前

述の通り，プロジェクト活動の成果報告及び付随す

る質疑応答は英語で行われるため，学生の英語力，特

に航空分野における英語力の向上は必須である．そ

のため，本プログラム参加希望学生を対象とした，専

門課程（航空システム工学科）と英語教育課程の共同

による講義をエクスターンシッププログラム実施前

の春期休業期間に開講している．また，平成 27 年度

は本学が実施している SRI (Stanford Research 

Institute)インターナショナルによるワークショップ

にプロジェクト学生によるチームを参加させ，最終

報告会に向けた準備を進めた．本稿では，その取り組

みの一端について紹介する． 

 

2. 概要 

平成27年度のエクスターンシッププログラムの最

終発表会（Boeing Summer Seminar）は，東北大学

流体科学研究所にて開催され，東京大学・東北大学・

名古屋大学，そして本学の 4 大学の学生チームがそ

れぞれプロジェクトの成果発表及び質疑応答を行っ

た．本学の参加学生は，大学院工学研究科機械工学専

攻修士課程 1 年生 4 名及び航空システム工学科 4 年

生 1 名の計 5 名であり，最終発表会に向けて表 1 に

示すスケジュールで活動を行ってきた． 

本プログラムに参加した学生は，英語での成果発

表を目的として，本学英語教育課程の教員の協力を

得て春期休業期間に開講された特別英語講座を受講

し，航空英語の知識を増やすと共に英語力の強化を

行った．成果発表や，それに伴う質疑応答を英語で行

うために必要となるリスニング力やスピーキング力，

また英語でのプレゼン能力向上を目的とした全 5 回

の講義を通し，学生らは英語での発表に少しずつ慣

れていった．4 月より 5 回に亘って，4 大学とBoeing 

Japan，及びBoeing シアトルとをネットで繋ぎ，パ

ワーポイントの資料を共有した講義が行われ，学生

らは航空業界の現状について知識を増やしていった．

同時に，参画大学は，テーマを決めてプロジェクト活

動を開始した．加えて，今年度参加した本学の学生は，

8 月 27 日，28 日に開催された SRI ワークショップ

にチームとして参加した．学生らは，その経験を元に

プロジェクト活動を推進してプレゼン資料を完成さ

せると共に，英語教育課程の教員らの指導により英

語や発表方法の改善に取り組んだ． 
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成果発表に向けた本学の取り組みとして，春期特

別英語講座及び SRI ワークショップについて以下

で述べる． 

表 1 プログラム概要 

2月～3月 春期特別英語講座 

4月～6月 ボーイング講義（全 5回） 

7月～8月 プロジェクト活動 

8月 27日，28日  SRI ワークショップ 

9月    プロジェクト活動 

（資料作成，発表練習等） 

10月 2日 最終発表会 

 

3. 春期特別英語講座 

春期特別英語講座における目的は，英語での発表

や会話等をほとんどしたことのない学生に対し，以

下の能力を身につける，あるいは向上させることで

ある． 

１．航空英語の単語 

２．英語での会話力 

３．英語でのプレゼン能力 

４．デザインシンキングの考え方 

上記能力を修得するために，2 時間程度の講義をほ

ぼ隔週で5回に亘り春期休業期間に実施した．なお，

エクスターンシッププログラムの活動において役立

つ知識を習得するため，また学生の興味を引くため

に，航空機分野の最新技術に関する話題をできるだ

け採用した教材とした．本章では，動画教材を利用し

たリスニング力の向上及び航空機需要予測資料を用

いた英単語力向上について記す．なお，全ての活動は

英語で行われるため，会話力を向上させることにつ

ながっている． 

3.1 動画を利用したリスニング力向上 

英語で会話をする際に障害となることの一つはリ

スニング力であることから，今回の特別講義では動

画を活用したリスニング力の強化を図った．具体的

には，Boeing のサイトにある動画 2)を活用して講義

資料を作成した．サイトにある動画の中で，学生が最

新技術に触れ，動画の内容に興味を持てるよう，最新

の航空機技術に関する話題を中心に選択した． 

図 1 に SugarVolt の動画 3)を課題として学生に配

布した資料を示す．学生には，予習課題を利用して講

義前に動画を確認すると共に，理解できるまで事前

に動画を繰り返し見るよう求めた．講義では，質問を

学生にすると共に英語で回答させ，最後にスクリプ

トを配布して動画の内容を確認させた．  

 

(a) 予習課題 

 

(b) 講義配布資料 

図 2 動画を用いた教材の例 

 

3.2 航空英単語力向上 

本プログラムの発表及び質疑応答において，航空

の専門単語を理解しておくことは重要である．そこ

で，ボーイング社の航空機需要予測資料 4)を本講座に

て取り上げた．前述の動画教材同様，予習を中心に据

えて講義は進められるため，図 3 に示す資料を事前

に配布した（実際には，更に単語や英作文の項もあ

る）．実際の講義では，学生らに回答を述べさせると

共に，英語での議論を図り英語力全般の向上を図っ

た． 
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(a) 1ページ目 

 
  

(b) 2ページ目 

図 3 需要予測資料を用いた教材の例 

 

4. SRI ワークショップ 

本学では，SRI インターナショナルにより「イノベ

ーション５つの原則」ワークショップが実施されて

いる．ワークショップでは，2 日間に亘り，イノベー

ション５つの原則 5)について実践を通して学ぶこと

が目的であり，平成 27 年度は本プログラムに参加し

ている学生 5 名をチームとして参加させた．参加さ

せた目的は，平成 27 年度のエクスターンシッププロ

グラムのプロジェクト活動はビジネス面を考慮して

いることが求められていたため，本ワークショップ

を通してマーケットや顧客のニーズ，価値の創出に

ついて理解するためである．また，ワークショップが

全て英語で行われるため最終発表会の練習として適

していることも挙げられる．なお，教員の役割は学生

らの活動が円滑に進むようにサポートをすることで

ある（今回学生 5 名と教員 1 名でチームを構成）． 

その時点での活動内容を元にアイデア等の説明や

詳細の検討を行ったが，本ワークショップを通して，

検討が不足している内容やアプローチの考え方を理

解することができたようである．図 4 に学生らが活

動の過程で書いたメモを記す．説得力のある内容と

するために数値化することの重要性を認識したよう

である．講師の説明がすべて英語で行われること，ま

た学生の発表及び質疑応答も英語で行われることか

ら，学生にとっては非常に大変だったようであるが

以下のコメントより有意義な活動であったと言える．  

・プロジェクトが進んだ 

・アプローチの考え方を理解した 

・英語の勉強をもっとしておくべきであった 

 

 

図 4 ワークショップにおける学生のメモ 

 

5. おわりに 

航空システム工学科学生が参加するボーイング社

のエクスターンシッププログラムに備えて開講した

特別講義の取り組みを本稿では紹介した．従来，専門

教員の英語講義では文章読解力や単語力の強化のみ

に偏りがちであった内容を，英語教育課程の教員の

協力を得て英語の会話力やプレゼンテーション力の

向上を図った．また，本学が実施する SRI ワークシ

ョップを活用してプロジェクト活動の活性化を実施

した．その結果，講義初回には英語で話をすることに

ためらいが多く小さな声でしか話ができなかった学

生が多かったのに対し，最終発表では堂々と英語で

発表をするまでに成長していた．今後，このような活

動を継続することで，学生が英語を単なる語学では

なく専門知識を理解し表現する有効なツールとして

とらえるようになり，英語を学ぶ動機づけになるよ

うな効果も期待できる． 
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